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[image: image2.wmf]　労働安全衛生ニュース №2（2013年9月9日号）　　　　発行：フード連合(労働局)　　
[image: image3.emf](4)メンタルヘルスに関して、労働者から労働組合への相談状況は

[image: image4.emf](6)非正規労働者(パート、アルバイト、派遣労働

者、非組合員含む)に対する安全衛生教育を

[image: image5.emf](８)その他の取り組みについて

・安全コンサルタント導入、従業員全員への安全講習実施、安全に関する講習受講。

・中央安全衛生委員会(社内)への参加。年一回の会社役員巡視への本部参加。

・月一回の安全パトロールへの支部役員参加。(事業部ごとの実施)

・労働環境・安全衛生点検オルグの実施（6/4～6/24）

などの報告があった。


　　　　　　　　　　　　　　　
７～８月に実施致しました2012年度｢労働安全衛生活動｣取り組み調査の結果についてご報告します。今年の特徴は、ベテラン従業員の労働災害事故が増加していることです。
そこで今回は、熟練者の労働災害事故の事例を紹介します　（期間：2012年4月～2013年3月[image: image6.png]


[image: image7.jpg]


）。
	◆　年齢･性別･雇用形態

◆　被災者の勤続･経験
	◆　災害発生状況

①　場所　　　　②　作業内容

③　発生状況　④　災害の状態　
	◆　組合･安全委員会等の対応

	37歳・男性・勤続19年
	1 ガム艶付け室

2 地震対策で棚を固定しているとき

3 脚立から降りる際にバランスを崩し床に頭を打った。ヘルメット無着用。
4 頭部外傷に伴う頭蓋低骨折および内出血。休業3週間見込み
	・臨時の安全衛生委員会開催、原因分析。中央執行委員会で情報共有。
・ヘルメット着用を再度注意喚起。

・不安全行動に対して管理者および職長が率先して注意を行う
・作業者同士も安全作業に関して周囲し合える環境を進める。

	59歳・男性・勤続40年職場経験25年
	1 屋外の変電所施設
2 電気高圧機器台帳作成調査時

3 作業中に感電した弾みで脚立から転落。ヘルメット無着用。

4 頭蓋骨骨折、意識不明の重体。
	・当日、安全衛生委員会を開催（緊急安全パトロール等）
・労働基準監督署・産業保健監督部・産業医に連絡
ヘルメット着用を義務付けた。

・2人以上で作業をすること、監督者に報告後作業に取り掛かるように徹底した


　もう一度、考えてみませんか？
[image: image1.wmf]
上記2件の共通点は、作業時にヘルメットを着用していなかったことです。「慣れからくる油断」がこれらの事故の引き金になってしまったのではないでしょうか。
このほかにも、転倒3件（休業90日など）、激突され2件（休業45日）、挟まれ８件（休業60日など）、などの報告があり、熟練者の事故が多発しています。

これらの労災事故の原因を一概に、「体力の低下」や「仕事への慣れ」などに求めるのは早計ではありますが、ベテラン従業員の経験や勘を効果的に生かしつつも、改めて危険を認識しましょう。
決められたルールを必ず守ることを徹底しよう！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　2012年度「労働安全衛生活動」取り組み調査結果
報告組合　131　組合　（昨年157組合）　回収率　45.3％
1. 2012年度の職場における労働安全衛生活動の取り組みについて
[image: image8.emf](3)メンタルヘルス関係で休んでいる
（休業）労働者は

[image: image9.emf]●会社の取り組みを含め、職場の総点検や安全パ

トロールに8割以上の組合が取り組んでいる。


[image: image10.emf]●調査報告組合のうち、93.6%の組合が、月1回以上

委員会を開催している。


[image: image11.emf]〈報告件数の多い順ワースト3！〉　　　　　　　　　

1位　b.　交通事故　(830件)　　　　　　　　　　　

2位　f. はさまれ･巻き込まれ　(257件) 　　　　　　　　　

3位　h. 転倒(252件)


[image: image12.emf]2006年調査から7年連続で、

上記の事故はワースト３位のいずれ

かになっています！


[image: image13.emf]今年は型別でみると、交通事故が一番多

い結果となりました。

守れていますか？

①携帯電話はドライブモード

②一旦停止の完全励行

③雨降り、夜間、早朝は慎重運転

④アルコールが入れば、ハンドル持つ

な！
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[image: image15.emf]安全はすべてに優先します！
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[image: image17.emf](1)職場の総点検活動や安全パトロールに



(組合数)



(割合)



(組合数)



(割合)

a

1 0.8% 1 0.6%

b

103 82.4% 120 76.9%

c

18 14.4% 30 19.2%

d

3 2.4% 5 3.2%

計

125 100.0% 156 100.0%

a.取り組んだ　b.共催

c.会社が行っている　d．取組なし



2012年 2011年

トレンド


[image: image18.emf](2)月1回以上の安全衛生委員会の開催を



(組合数)



(割合)



(組合数)



(割合)

a

117 93.6% 136 86.6%

b

5 4.0% 18 11.5%

c

3 2.4% 3 1.9%

計

125 100.0% 157 100.0%

a.実施している　b.実施していない

c.安全衛生委員会を設置できなかった



2012年 2011年

トレンド

[image: image19.emf]

(組合数)



(割合)



(組合数)



(割合)

a

28 22.8% 36 23.5%

b

5 4.1% 10 6.5%

c

50 40.7% 46 30.1%

d

40 32.5% 61 39.9%

計

123 100.0% 153 100.0%

a.増加している　b.減少している　

c.変化はない　d.一人もいない



2012年 2011年

トレンド


[image: image20.emf]

(組合数)



(割合)



(組合数)



(割合)

a

8 6.5% 21 13.6%

b

3 2.4% 9 5.8%

c

52 41.9% 35 22.7%

d

48 38.7% 74 48.1%

e

13 10.5% 15 9.7%

計

124 100.0% 154 100.0%

a.増加している　b.減少している

c.変化はない　d.相談はなかった　

e.会社に任せており、組合として把握していない



2012年 2011年

トレンド


[image: image21.emf]●メンタルヘルス関係での休業者が増加している

組合は、2割強あった。


[image: image22.emf]●割合でみると相談件数は減少傾向にあるが、(3)メ

ンタルヘルス休業者が増加している2割強の組合は見

逃せない。まだ表面化していないメンタルヘルス不

調者を把握し、安全衛生委員会で問題提起していく

必要がある。


[image: image23.emf](5)リスクアセスメントを



(組合数)



(割合)



(組合数)



(割合)

a

68 55.3% 80 50.3%

b

40 32.5% 49 30.8%

c

15 12.2% 30 18.9%

計

123 100.0% 159 100.0%

a.実施している　b.理解しているが実施していない　

c.実施していない



2012年 2011年

トレンド

[image: image24.emf]●リスクアセスメントを実施していない組合は

44.7％あり(55組合)、取り組みが進んでいない。

事前に「危険」に対するリスク評価を行い、災害

を未然に防ぐ取り組みを日々実践していくことが

重要である。

　　
[image: image25.emf]

(組合数)



(割合)



(組合数)



(割合)

a

0 0.0% 0 0.0%

b

22 17.7% 33 21.2%

c

93 75.0% 102 65.4%

d

4 3.2% 11 7.1%

e

5 4.0% 10 6.4%

計

124 100.0% 156 100.0%

a.組合独自で実施　 b.会社と共に実施

c.会社が実施　　 d.組合も会社も実施していない

e. 非正規労働者はいない

2011年

トレンド



2012年


２．　2012年4月～2013年3月までの期間に発生した労働災害の件数について
●労働災害報告件数内訳

[image: image26.emf]●会社が実施している組合は約75%であるのに対し、

組合独自で実施している組合はない。非正規労働者

の安全教育は、安全衛生法で義務付けられている。

会社と共に実施することも含めて、非正規労働者に

対する安全衛生教育を強化していく必要がある。

[image: image27.emf](7)受動喫煙への対策 ※複数回答



(組合数)



(割合)



(組合数)



(割合)

a

18 13.1% 16 9.8%

b

88 64.2% 111 68.1%

c

14 10.2% 13 8.0%

d

8 5.8% 14 8.6%

e

9 6.6% 9 5.5%

計

137 100.0% 163 100.0%

a.建物内を全面禁煙にした

b.分煙を徹底した

c.喫煙スペースの排煙効果を高めた

d.取り組んでいない

e. その他



2012年 2011年

トレンド

　　　 

[image: image28.emf]●受動喫煙への対策として何らかの取り組みをし

ている組合の割合は87.5％あり、昨年の85.9％よ

り1.6％増加している。

その他には、工場・研究所内は禁煙とし、休憩所

として別に喫煙場所を設ける等の取り組みなどが

みられた。
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46 22 31 7 4 2 3 86 9 14 4 22 2 252

0 5 10 0 2 0 1 26 1 5 0 3 0 53

0 0 1 0 0 0 0 47 0 0 0 0 0 48

14 11 11 3 2 0 1 30 0 6 1 1 0 80

40 24 37 5 6 0 11 90 15 15 1 12 1 257

1 13 6 1 5 2 4 25 5 3 0 1 0 66

2 459 10 0 38 1 1 74 77 78 32 18 40 830

68 41 87 3 23 9 3 79 20 49 24 53 7 466

0 0 0 0 0 0 23 0 23 0 0 0 0 46

181 578 205 20 82 15 47 472 152 189 64 117 50 2172

g. 高温・低温物との接触

b. 転倒

飲料

ビール

油脂

調味料

糖業 製粉 パン 酒類

たばこ

関連

流通

食品

計

a. 墜落・転落

水産

冷食

乳業

食肉



醤油

味噌

菓子

c. 飛来・落下

d. 崩壊・倒壊

e. 激突され

f. はさまれ・巻き込まれ

総計(件)

ｊ.　区分不明

h. 交通事故

i. その他(切れ・メンタル等）


[image: image30.emf]トレンド

(件数） (割合) (件数) (割合)

74 3.4% 79 5.1%

252 11.6% 284 18.2%

53 2.4% 67 4.3%

48 2.2% 8 5.0%

80 3.7% 81 5.2%

257 11.8% 237 15.2%

66 3.0% 104 6.7%

830 38.2% 202 12.9%

466 21.5% 500 32.0%

46 2.1% － － －

2172 100.0% 1562 100.0%

2012年 2011年

a. 墜落・転落

b. 転倒

c. 飛来・落下



合計

d. 崩壊・倒壊

e. 激突され

f. はさまれ・巻き込まれ

g. 高温・低温物との接触

h. 交通事故

i. その他(切れ・メンタル等)

j.　区分不明


●部会別・労働災害報告件数内訳

【報告の傾向】　
· 全体の労災件数で一番多かった　「h.交通事故」は、部会別でみても6部会でワースト1位になっている。
· 食肉、乳業、パン、菓子、たばこ関連、流通食品の6部会で「f.はさまれ・巻き込まれ」「h.交通事故」「b.転倒」がワースト3に入っている。

· 「i.その他」466件(21.5%)の内容としては「メンタルヘルス不調者の増加」などが多く報告されています。9月10日は世界自殺予防デーです。産業カウンセラーなども活用し、メンタルヘルス不調への気づきと対応を強化しましょう。
（日本産業カウンセラー協会「働く人の電話相談室」　）　0120-583358

9月10日（火）11日（水）12日（木）10:00～22:00
· その一方で、労働災害ゼロを達成したとの単組報告もありました。ゼロ災害は不可能ではありません。情報を部会内、単組内で共有しあい、互いに注意喚起をし合いましょう。
「ルールを守る安全職場　みんなで目指す　ゼロ災害」
〈重大災害が発生した場合は速やかにフード連合に報告を！！〉
報告用紙は「フード連合HP(http://www.jfu.or.jp/)加盟組合へのお知らせ→労働局のページ」に掲載中
�





安心して働ける安全な職場が必要！
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